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2014 年・2016 年・2007 年の夏季から冬季にかけての 850hPa(上空約 1.5km)における気
温のアノマリー分布図を作成した。夏季の特徴として、3 年とも 7、8 月は中国北部とモン
ゴル付近で高温アノマリーであり、オホーツク海またはサハリン付近でも高温アノマリー
となっている(図 3、ただし 8 月の図は省略)。これより、この 3 年は梅雨の時期に発達す
るはずのオホーツク海気団があまり発達しなかったと言える。秋季に着目すると、インフ
ルエンザが秋季、冬季ともに流行した 2014 年と 2016 年の中国や日本上空では高温傾向、
それより北で低温傾向となっている(図 4)。2014 年と 2016 年の冬季にそれぞれ相当する
2015 年と 2017 年の 1 月は気温分布パターンが似ており、中国、モンゴル、日本で高温ア
ノマリーであり(図 5)、2月も同様の傾向である(図省略)。また、2008 年 1月はそれと逆
の傾向であり、中国、モンゴル、日本付近で低温アノマリーとなっている(図 5)。 
 
図 1．秋季における東京都のインフルエンザ患者数 図２．冬季における東京都のインフルエンザ患者数 
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図 4．(a)2014 年、(b)2016 年、(c)2007 年 10 月の 850hPa における気温アノマリー分布図 
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図 7．(a)2015 年、(b)2017 年、(c)2008 年 2月の 850hPa における湿度アノマリー分布図 
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